
最新の情報は、各施設の公式ホームページなどでご確認ください。 ◎ 美術館情報  

1. 泉屋博古館東京 【東京・港区】 （https://sen-oku.or.jp/program/t_20250125_flowercontainers/） 

1 月25 日（土）～3 月16 日（日 
企画展： 花器のある風景 
日本における花器の歴史は、中国より寺院における荘厳の道具として伝来したのがは

じまりとされます。室町時代には連歌や茶会、 生花など室内芸能がさかんになり、中

国から輸入された唐物と称される書画、調度類や茶道具、文房具を座敷に並び立てる

「座敷飾り」が発展します。床の間の飾りには、唐物の花生・香炉・香合・天目などが飾ら

れました。茶の湯の世界でも、清浄なる空間を演出するものとして、花器は重用されま

した。唐物の金属製の花器をもとに、日本でも中世以降、陶磁器や竹など様々な素材

で花器が作られ、日本独自の美意識が誕生します。住友コレクションには、室町時代

の茶人、松本珠報が所持したとされる《砂張舟形釣花入 銘松本船》、江戸時代の茶

人、小堀遠州ゆかりの《古銅象耳花入 銘キネナリ》などの花器が伝世します。本展では、住友コレクションから花器と、

花器が描かれた絵画を紹介します。 

2. サントリー美術館 【東京・港区】 （https://www.suntory.co.jp/sma/exhibition/2025_1/index.html） 

2025 年2 月15 日（土）～4 月13（日）  
企画展： 没後120 年 エミール・ガレ 憧憬のパリ 
エミール・ガレ（1846～1904）はフランス北東部ロレーヌ地方の

古都ナンシーで、父が営む高級ガラス・陶磁器の製造卸販売

業を引き継ぎ、ガラス、陶器、家具において独自の世界観を展

開し、輝かしい成功を収めました。ナンシーの名士として知ら

れる一方、ガレ・ブランドの名を世に知らしめ、彼を国際的な成

功へと導いたのは、芸術性に溢れ、豊かな顧客が集う首都パリでした。父の代からその製造は故郷ナンシーを中心に

行われましたが、ガレ社の製品はパリのショールームに展示され、受託代理人等を通して富裕層に販売されたので

す。1878 年、1889 年、1900 年には国際的な大舞台となるパリ万国博覧会で新作を発表し、特に 1889 年の万博以

降は社交界とも繋がりを深めました。しかし、その成功によってもたらされた社会的ジレンマや重圧は想像を絶するも

のだったと言い、1900 年の万博のわずか 4 年後、ガレは白血病によってこの世を去ります。ガレの没後120 年を記

念する本展覧会では、ガレの地位を築いたパリとの関係に焦点を当て、彼の創造性の展開を顧みます。フランスのパ

リ装飾美術館から万博出品作をはじめとした伝来の明らかな優品が多数出品されるほか、近年サントリー美術館に収

蔵されたパリでガレの代理店を営んだデグペルス家伝来資料を初公開します。ガレとパリとの関係性を雄弁に物語

る、ガラス、陶器、家具、そしてガレ自筆文書などの資料類、計110件を通じて、青年期から最晩年に至るまでのガレ

の豊かな  芸術世界をお楽しみください。 

3. 兵庫陶芸美術館 【兵庫・丹波】 （https://www.mcart.jp/exhibition/e3605/） 

2025 年3 月15 日（土）～5 月25 日（日）  
特別展： 東山焼と姫路のやきもの 
東山焼は、文政5 年（1822）に現在の兵庫県姫路市東山で操業を始めま

した。その後、姫路城下の男山に窯場を移し、青磁や染付を中心に多彩な

意匠のやきものを作りました。本展では、東山焼の優品とともに、明治時代

に永世舎で作られた色絵の輸出向け磁器や、鷺脚焼などを紹介します。 


